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研究要旨 

感 染 症 サ － ベ イ ラ ン ス デ ー タ に つ い て 疫 学 ・ 統 計 学 的 検 討 を 行 っ た 結 果 、 新

型 コ ロ ナ 感 染 症 流 行 の 影 響 で 、 多 く の 対 象 疾 患 で 警 報 ・ 注 意 報 発 生 や 推 計 罹 患

者 数 の 激 減 が 観 察 さ れ た 。 警 報 ・ 注 意 報 の 変 更 可 能 性 に つ い て は 流 行 の 影 響 も

あ り 、 変 更 に 至 ら な い と 判 断 さ れ た 。 過 去 10 年 間 の イ ン フ ル エ ン ザ の 病 原 体

情 報 を 検 討 し た 結 果 、 感 染 症 法 改 正 後 に 流 行 直 前 の 検 体 数 増 加 が 確 認 さ れ た 。

4 類 感 染 症 と 5 類 感 染 症 全 数 把 握 疾 患 の 多 発 現 象 で は 、 デ ン グ 熱 、 マ ラ リ ア な

ど の 顕 著 な 減 少 が 観 察 さ れ た 。  

 

A．研究目的 

 疫 学 的 ・ 統 計 学 的 な 視 点 か ら 、 感 染

症 サ － ベ イ ラ ン ス を 評 価 し 、 必 要 な 改

善 点 ・ 方 法 を 検 討 ・ 提 案 す る こ と を 目

的 と し 、 グ ル ー プ 研 究 を 実 施 し た 。 具

体 的 に 検 討 し た 課 題 は 、 以 下 の 5 つ で

あ る 。  

 

1. 警 報 ・ 注 意 報 の 発 生  

2. 罹 患 数 の 推 計  

3. イ ン フ ル エ ン ザ 病 原 体 情 報 の  

検 体 数 の 解 析  

4. 基 幹 定 点 対 象 疾 患 の 検 討  

5. 全 数 把 握 対 象 疾 患 の 検 討  

 

B．研究方法 

 感 染 症 発 生 動 向 調 査 で 収 集 さ れ て い

る デ ー タ を 使 用 し た 。  

 

 (倫理面への配慮） 

本 研 究 で は 、 個 人 情 報 を 含 む デ ー タ

を 取 り 扱 わ な い た め 、 個 人 情 報 保 護 に

関 係 す る 問 題 は 生 じ な い 。 「 人 を 対 象

と す る 生 命 科 学 ・ 医 学 系 研 究 に 関 す る

倫 理 指 針 」 の 適 用 範 囲 で は な い が 、 資

料 の 利 用 や 管 理 な ど 、 そ の 倫 理 指 針 の

原 則 を 遵 守 し た 。  

 

C．研究結果 

 個 々 の 課 題 の 詳 細 に つ い て は 、 別 途

報 告 す る 。 主 な 結 果 は 以 下 の と お り で

あ る 。  

 

1.  警 報 ・ 注 意 報 の 発 生  

2020年 の デ ー タ を 加 え て 警 報 ・ 注 意

報 の 発 生 状 況 を 観 察 ・ 検 討 す る と と も

に 、 同 シ ス テ ム の 警 報 ・ 注 意 報 の 基 準

値 変 更 の 必 要 性 に つ い て 検 討 し た 。 20

20年 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 （

COVID-19） の 流 行 と そ の 対 策 の 影 響 に

よ る 報 告 数 減 少 に と も な い 、 警 報 ・ 注

意 報 発 生 数 は 、 各 対 象 疾 患 で 、 例 年 に

比 べ 大 き く 減 少 し て い た 。 2020年 の 警

報 発 生 割 合 は 、 2011～ 2019年 の そ れ と

比 較 す る と 、 5％ 以 上 の 疾 患 は な く 、

咽 頭 結 膜 熱 0.7％ 、 感 染 性 胃 腸 炎 0.3％
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、 手 足 口 病 0.2％ 、 ヘ ル パ ン ギ ー ナ 0.8

％ 、 流 行 性 耳 下 腺 炎 0%と 低 か っ た 。 こ

の 発 生 状 況 は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 流 行 下 に お け る 各 感 染 症 の 流 行 状

況 を 反 映 し た も の と 考 え ら れ た 。 各 対

象 疾 患 に つ い て 警 報 ・ 注 意 報 の 基 準 値

の 変 更 は 必 要 な い と 判 断 し た 。  

RSウイルス感染症の警報発生のための検

討を行った。2020年度（昨年度）までの検

討で、2015年～2019年（5年間）のRSウイ

ルス感染症の発生動向をふまえ、RSウイル

ス感染症の警報レベルの規定として、開始

基準値を「5」、終息基準値を「2」とする

ことが適切であると判断し、これを提案し

てきた。2021年度（本年度）は2020年のデ

ータを追加し、2015～2020年データをもと

に、発生頻度分布を観察し、警報基準値に

ついての検討を継続した。昨年度までに示

した開始基準値「5」、終息基準値「2」の

適切性について検討した。  
2020年は新型コロナウイルス感染症（CO

VID-19）の流行の影響で、RSウイルス感染

症の報告数は例年に比べ大きく減少してい

た。警報の開始基準値「５」、終息基準値

「2」としたときの警報レベルの頻度は、2
015年3.7％、2016年3.0％、2017年5.7％、20
18年3.4％、2019年5.3％、2020年0.4％であ

った。2020年は報告数の大幅減にともない

警報レベルの頻度は大きく減少した。これ

は新型コロナウイルス感染症流行の影響と

考えられ、警報基準値の変更には至らない

と判断した。これまでの観察から、RSウイ

ルス感染症の警報レベルの規定として、警

報の開始基準値「5」、終息基準値「2」と

することが適切であると判断した。  
なお今後の流行状況を踏まえて、基準値

の適切性について検討を継続する必要があ

ると考えられた。  
 

2.  罹 患 数 の 推 計  

本 年 度 は イ ン フ ル エ ン ザ 、 小 児 科 定 点

対 象 疾 患 、 眼 科 定 点 対 象 疾 患 に つ い て

2020年 ま で の 罹 患 数 推 計 値 の 推 移 を 解

析 し 、 シ ス テ ム の 推 計 に 含 ま れ て い な

い RSウ イ ル ス 感 染 症 の 2020年 の 推 計 実

施 を 試 み る と と も に 、 罹 患 数 推 計 値 に

お け る 2020年 の 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感

染 症 の 影 響 に 関 す る 検 討 を 行 っ た 。 ま

た 、 性 感 染 症 定 点 対 象 疾 患 の 推 計 に 向

け 、 定 点 に よ る 報 告 に 関 す る 基 礎 的 検

討 を 行 っ た 。 推 移 の 解 析 と し て 、 感 染

症 発 生 動 向 調 査 シ ス テ ム に よ る 2020年

罹 患 数 推 計 値 の デ ー タ を 追 加 し 、 年 別

、 週 別 、 お よ び 、 年 齢 階 級 別 の 週 別 全

国 罹 患 数 推 計 値 の 推 移 を ま と め た 。 イ

ン フ ル エ ン ザ で は シ ー ズ ン 別 の 推 移 に

つ い て も 併 せ て 検 討 し た 。 性 感 染 症 定

点 か ら の 報 告 に 関 し て 、 推 計 の 層 と な

る 医 療 施 設 特 性 別 に 、 2020年 の 定 点 数

、 医 療 施 設 特 性 別 報 告 数 を ま と め た 。

2020年 の 罹 患 数 は 、 イ ン フ ル エ ン ザ は

416万 人 、 小 児 科 定 点 ・ 眼 科 定 点 対 象

疾 患 で は 伝 染 性 紅 斑 以 外 は い ず れ も 過

去 10年 で 最 も 少 な い 水 準 で あ っ た 。 1

年 間 を 3期 間 に 分 け て 過 去 4年 間 の 推 計

値 の 平 均 と 比 較 す る と 、 イ ン フ ル エ ン

ザ で は 1～ 14週 が 4年 間 平 均 の 31％ 、 15

～ 38週 、 39～ 52週 は 1％ 未 満 で あ っ た

。 小 児 科 、 眼 科 定 点 対 象 疾 患 で は 、 1

～ 14週 は 大 き く 変 わ ら ず 、 15～ 38週 、

39週 ～ 52週 は 4割 以 下 の 疾 患 が 多 か っ

た 。 突 発 性 発 疹 で は 他 疾 患 の よ う な 傾

向 は み ら れ な か っ た 。 2020年 の RSウ イ

ル ス 感 染 症 の 罹 患 数 推 計 を 実 施 す る と

と も に 、 各 疾 患 の 罹 患 数 推 計 値 の ま と

め を 行 っ た 。  

 
3.  イ ン フ ル エ ン ザ 型 別 罹 患 数 の 推 計  

 2010 年 第 36 週 か ら 2021 年 第 35 週

ま で の 過 去 10 年 間 の 病 原 体 情 報 の イ

ン フ ル エ ン ザ 検 体 デ ー タ を 対 象 に 、 病

原 体 報 告 数 の 推 移 、 特 に 感 染 症 法 改 正

前 後 の 変 化 を 比 較 ・ 検 討 し た 。 そ の 結

果 、 感 染 症 法 改 正 前 後 で 報 告 数 に 占 め

る 検 体 数 の 割 合 は 前 後 と も に 0.5％ と

変 化 は な い も の の 、 検 体 数 の 中 で 、 非

流 行 週 で の 検 体 数 は 法 改 正 後 に 増 加

し 、 特 に 流 行 週 の 直 前 2 か 月 の 割 合 は

2.5％ か ら 7.1％ に 上 昇 し て い た 。  

 

4.  基 幹 定 点 対 象 疾 患 の 検 討  

 本 年 度 は 、 2020 年 デ ー タ を 追 加 し 、

2001 年 か ら 2020 年 ま で の 定 点 配 置 と

対 象 疾 患 の 患 者 報 告 数 を 観 察 し た 。 定

点 数 に 大 き な 変 化 は な か っ た 。 各 対 象

疾 患 の 定 点 あ た り 報 告 数 の 年 次 推 移 で

は 、 疾 患 特 性 を 反 映 す る 特 徴 が み ら

れ 、 そ の 長 期 的 推 移 の 傾 向 を 観 察 で き
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た 。  

 

5.  全 数 把 握 対 象 疾 患 の 検 討  

 感 染 症 発 生 動 向 調 査 の 4 類 感 染 症 と

5 類 感 染 症 全 数 把 握 対 象 疾 患 に つ い

て 、 2020 年 の 報 告 状 況 を 観 察 す る と と

も に 、 先 に 開 発 ・ 提 案 し た 検 出 方 法 を

用 い て 、 同 年 の 多 発 現 象 を 検 出 し た 。

2020 年 の 報 告 数 を み る と 、 過 去 3 年 間

と 比 較 し て 、 4 類 感 染 症 で は 減 少 傾 向

と 増 加 傾 向 の 疾 患 が そ れ ぞ れ 一 定 数 み

ら れ た が 、 5 類 感 染 症 全 数 把 握 対 象 疾

患 で は 多 く の 疾 患 が 減 少 傾 向 で あ っ

た 。 デ ン グ 熱 、 マ ラ リ ア 、 風 し ん と 麻

し ん で は 第 16 週 （ 2020 年 4 月 13 日 ）

以 降 の 減 少 が 顕 著 で あ っ た 。 2020 年 の

多 発 現 象 を み る と 、 つ つ が 虫 病 と 日 本

紅 斑 熱 で は 流 行 地 域 で 流 行 時 期 に 、 バ

ン コ マ イ シ ン 耐 性 腸 球 菌 感 染 症 で は い

く つ か の 都 道 府 県 で 比 較 的 多 か っ た 。

専 門 家 向 け の 注 意 喚 起 の 情 報 提 供 と し

て 、 一 定 の 有 用 性 が あ る と 示 唆 さ れ

た 。  

 

D．考察 

本 年 度 は 2020 年 の 感 染 症 発 生 動 向

調 査 デ ー タ を 入 手 し 、 現 存 デ ー タ に 追

加 す る こ と で 、 前 述 し た 各 テ ー マ に つ

い て 検 討 を 加 え た 。 い ま だ 感 染 症 発 生

動 向 調 査 シ ス テ ム （ NESID） に 導 入 さ

れ て い な い 、 RS ウ イ ル ス 感 染 症 の 警 報

お よ び 罹 患 数 推 計 に つ い て 4 年 間 の 検

討 を 進 め て き た が 、 こ れ ら 検 討 の 成 果

と し て 、 RS ウ イ ル ス 感 染 症 に つ い て

も 、 他 の 定 点 把 握 対 象 疾 患 と 同 様 、 警

報 お よ び 罹 患 数 推 計 が 実 施 可 能 で あ

り 、 可 及 的 速 や か に 国 の 感 染 症 発 生 動

向 調 査 シ ス テ ム （ NESID） の 仕 様 に 反

映 さ れ る こ と が 望 ま れ る 。  

 

E．結論 

 本 年 度 の 検 討 の 結 果 、 新 型 コ ロ ナ 感

染 症 流 行 の 影 響 で 、 多 く の 対 象 疾 患 で

警 報 ・ 注 意 報 発 生 や 推 計 罹 患 者 数 は 激

減 し て い た 。 こ れ ら は 流 行 の 影 響 と み

ら れ 、 警 報 ・ 注 意 報 の 変 更 に は 至 ら な

い と 判 断 さ れ た 。 過 去 10 年 間 の イ ン

フ ル エ ン ザ の 病 原 体 情 報 を 検 討 す る こ

と で 感 染 症 法 改 正 後 に 、 流 行 直 前 の 検

体 数 増 加 が 確 認 さ れ た 。 4 類 感 染 症 と

5 類 感 染 症 全 数 把 握 疾 患 の 多 発 現 象 で

は 、 デ ン グ 熱 、 マ ラ リ ア な ど の 顕 著 な

減 少 が 観 察 さ れ た 。  

 

G．研究発表 

1．論文発表 

 特 に な し  
 

2．学会発表 

 特 に な し  

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

1．特許取得 

 な し  

 
2．実用新案登録 

 な し  

 
3．その他  
 な し  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


